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指定の行のスコアで列ごとに昇順or降順ソートをかけるマクロです。
任意でソート前の項目に通しNo.を振ることもできます。

1．列ソートマクロとは

例えば・・・
以下の〔表A〕を「全体」のスコアで降順ソートをかける場合について説明します。

〔表A〕 〔表A‘〕

『列ソートマクロ』を実行すると・・・

「全体」のスコアの大きい順で
並び替え（降順ソート）が施され、
それ以外の行も「全体」と同じ並びでソートされます。

また、並び替える前の選択肢の順番が
1行目に付与されます。（設定有無あり）

マクロ実行前 マクロ実行後
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2．列ソートマクロの操作方法

③ソートの第1基準となる
 行を指定します。

⑤ソート基準を第2・3ソート
まで選択した場合は、
③～④と同様に設定します。

⑥表Aにソートをかけるソートを
かける前の選択肢の並びに
ついて、通し番号の付与有無を
選択します。

⑦ソート番号付与について、
「あり」を選択した場合、
表Aのソート番号を付与する

 位置（行）を指定します。

②必要となるソート基準の数を
選択します。

※このマクロでは第3基準まで設定可能です。
※「第1ソート」を選択した場合、
 「第2ソート」「第3ソート」は選択できません。

④昇順・降順どちらで
ソートをかけるか選択します。

①「列ソートマクロExcel」を開きます。

〔列ソートマクロExcel〕

［列ソートマクロExcelの設定詳細］
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2．列ソートマクロの操作方法

⑨〔表A〕のソートを施す範囲の列を選択します。

※ソートを施す範囲の列に、結合されたセルがあるとマクロ実行時にエラーとなるため、必ずセル結合を解除してください。

このように選択した場合、「その他」「分からない」は
ソート対象から除かれます。

⑩Alt + F8を押下しマクロを開き、『列ソートマクロ』を実行します。

⑪完成！選択した範囲内でソートがかかります。

「ソート番号付与」を“あり”にしているため、
指定した1行目に、ソート前の選択肢の順番が入力されます。

⑧〔表A〕を開きます。

［表A※のマクロ実行方法］

〔表A〕

マクロ実行前 マクロ実行後
マクロ実行すると…

〔表A‘〕

※ソートをかける表のあるExcelのこと
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